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保険料負担が大変！ 高齢者医療制度の改善を！  
 

北海道後期高齢者医療広域連合と懇談、要請 
 

 11月29日、北海道社保協や後期高齢者医療制度に怒る道民の会が、

北海道後期高齢者医療広域連合と、値上げされた保険料問題をはじ

め、制度の改善を求めて懇談しました。 

 参加者からは、負担の重い保険料を紹介し、改善を求めました。 

 ■今年75歳になったＡさんは、前年の国保料195,440円でしたが、 

医療保険料が12,750円に上がりした。「年金が減り、介護保険料 

も上って 約2万9千円も手取額減り、生活が大変」と訴えました。 

■Ｂさんは、家族の国保分とあわせ349,785円、制度前の国保料

（258,860円）から毎年上がり9万円も値上げされたと訴えました。 

 また、差押えについては「他県と比べても低所得者が多い。保険料の軽減とともに、命や生活を脅かすこと

のないよう」に、一部負担減免については「世帯主の所得減が条件のため、利用者が少ない」と改善などを求

めました。 

広域連合の担当者は、「制度の行方については報道の範囲でしかわからない。民主党は廃止、自民党は継続

と言っている。国に対して、高齢者が必要な医療制度にするように働きかけています」と回答しました。 

 

社会保障・税一体改悪許さず、社会保障の拡充を！ 
         12.14年金支給日も 全道各地で宣伝行動行います。 
 

政府・民主党は、７０～７４歳の医療費負担は２０１３年度から２倍にすることを検討しています。選挙後の

新政府が編成する予算案で検討されます。また、社会保障制度改革国民会議では、社会保障給付の重点

（保険外し）、負担の適正化（負担増）などを目的に、高齢者医療制度について、そのあり方とともに、保険

料や公費の在り方も検討課題になっています。自公民による「医療、介護、年金など社会保障の改悪」の内

容を伝え、拡充を求める世論を広げましょう （今回は、中心街宣伝は行いません）。 
 

全道各地域での宣伝・署名行動                      1２月１１日現在  


